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資料 1 自 然公園等施設の整備状況

(1 ) 国立 ･ 国定公園

年 度 公 園 名 事 業 名 議 事 業 内 容 事 業 費

平成

兀

大山隠岐国

立公園

大山駐車場整

備

大･山 町 屋内駐車場 (第 2 期)

鉄骨造 2 階 3 層 A= 5 , 322m2 259台

千円

254 , 085

大山隠岐国

立公園

※大山 自然科

学館整備

大 山町 マ ル チ映像ホ ール増設 R C 造 128寸
マ ル チ ス ラ イ ド シ ス テ ム等 一式

61 , 800

計 ※働旧 本宝 く じ協会助成事業 315 , 885

平成

2

大山隠岐国

立公園

大山頂上周回

木道

大 山 町 大道 L = 332m W= 1 . 0~4 . om

サ イ ト 造園 A= 305m2

58 , 000

。十 58 , 000

平成

3

山陰海岸国

立公園

浦富休憩舎改

築事業

岩美 町 休憩舎兼公衆便所 RC造 A= 130 . om2 56 , 200

大山隠岐国

立公園

大神山公衆便

所 (便所再整

備)改築事業

大 山町 公衆便所 R C 造 A= 40 . 32證 47 , 000

小 口十 103 , 200

大山隠岐国

立公園

公衆便所再整

備事業

(間接補助事

業-赤碕町)

赤碕町 公衆便所改築 木造 A=44 . 8證 15 , 000

小 口十 15 , 000

。十 1 18 , 200

平成

4

山陰海岸国

立公園

岩戸公衆便所

改築事業

福部村 公衆便所改築 R C造水洗 A=33m2 23 , 800

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

雨滝公衆便所

改修事業

国府 町 公衆便所改築 R C造水洗 A =24m2 15 , 800

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

氷 ノ 山駐車場

整備事業

若桜町 駐車場整備 、 舗装 A=4 , 707寸 30 , 000

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

氷 ノ 山野営場

車道拡幅工事

“ 取合道路車道拡幅
W=5 . om L = 560m

55 , 000

小 。十 124 , 600
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年度 公 園 名 事 業 名 議 事 業 内 容 事 業 費

平成

4

( 間 接補助

事業)

山陰海岸国
立公園

公衆便所再整

備事業

鳥取市 公衆便所改築 R C造水洗 A=37 . 6甘
千円

17 , 700

小 計 17 , 700

。十 142 , 300

平成

5

大山隠岐国

立公園

一向平公衆便

所改築事業

東伯 町 公衆便所改築木造水洗 A=42 . 64寸 37 , 000

大山隠岐国

立公園

大平原公衆便

所改築事業

江府 町 公衆便所改築木造水洗 A=43寸 33 , 800

大山隠岐国

立公園

大休峠避難小

屋改築事業

大 山 町 木造平屋 A=33寸 31 , 000

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

須賀 ノ 山登山

道整備事業

若桜町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5 m L = 2 , 500m
休憩舎 木造 A=30話

32 , 600

小 計 134 , 400

大山隠岐国

立公園

公衆便所再整

備事業

大 山 町 公衆便所改築木造水洗 A=21寸 12 , 600

小 計 12 , 600

。十 147 , 000

平成

6

大山隠岐国

立公園

大山寺園地公

衆便所改築事

業

大 山 町 公衆便所改築木造水洗 A=40 . 0甘 26 , 000

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

扇 ノ 山登山道

整備事業

八東町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5m L =2 , ooom
避難小屋 木造 A=48 . 6m2

63 , 600

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

那岐山休憩所

整備事業

智頭町 休憩所木造 A=30 . om2 23 , 000

小 計 112 , 600

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

公衆便所及び

野営場再整備

事業

佐治村 公衆便所改築木造水洗 A=37 . om
休憩所 木造 A= 164 . 0甘

31 , 200

小 計
｣

31 , 200

。十 143 , 800
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年度 公 園 名 事 業 名 歎 箋 事 業 内 容 事 業 費

平成
7

大山隠岐国

立公園

ー向平野営場

再整備事業

東伯 町 炊事棟改築木造 A=47 . 0が
テ ン ト サ イ ト A=4 , 200m2

駐車場 A= 1 , 050吋

千円

50 , 000

大山隠岐国

立公園

大山夏山登山

道整備事業

犬 山町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5m

L =2 , 800m

38 , 000

小 口十 88 , 000

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那岐山

国定公園

山王滝野営場

再整備事業

佐 治村 管理棟木造平屋建 A = 108 . om2
炊事棟改築木造 A=62 . 0鮒
テ ン ト サ イ ト A =4 , 10om2

72 , 000

小 。十 72 , 00O

。十 160 , 000
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年 度 公 園 名 事 業 名
事 業

一 か 所
事 業 内 容 事 業 費

平成

兀

三朝東郷湖

県立 自然公

園

小鹿渓歩道 三朝 町 探勝歩道 L =242 . 9m
W= 1 . 0 ′し1 . 5 m

千円

7 , 004

三朝東郷湖

県立 自然公

園

大平山園地 倉 吉市 園地整備

テ ン ト サ イ ト 7 基

3 , 000

奥 日 野県立

自 然公園

花見山歩道 日 南町 登山歩道 L =652m W= 1 . 5m 3 , 166

。十 13 , 1 70

2 西因幡県立

自 然公園

勝山城跡歩道 気高 町 歩道整備

歩 道 L = 1 15m W= 1 . 0~1 . 5m

休 憩 舎 木造 A= 10 . 5甘

3 , 501

西因幡県立

自然公園

鷲峰山登山道 鹿野町 登山道新設 L =489 . 5m

W= 1 . 0 ′し1 . 5 m

4 , 391

奥 日 野県立

自 然公園

塔の峰公園 日 野 町 休 憩 舎 木造 A=20 . 0寸 2 , 500

。十

･

10 , 392

3 西因幡県立

自然公園

鷲峰山登山道 鹿野町 登山道新設 L =815 . 8 m

W= 1 . om

4 , 199

奥 日 野県立

自然公園

塔の峰公園 日 野 町 防 護 柵 77m

ナー ブル 、 ベ ン チ 1 式

4 , 223

奥 日 野県立

自 然公園

花見山休憩舎 日 南 町 休 憩 舎 木造 A= 16 . 0m2 2 , 005

計 10 , 427

4 西因幡県立

自然公園

勝山城跡歩道 気高 町 歩道新設 W= 1 . om L = 330m
W=2 . om L = 32m

2 , 009

西因幡県立

自然公園

鷲峰山登山道 鹿野町 登 山 道 W= 1 . 5m L =656 . 7 m

東屋 1 、 指導標 3 、 案内板 1

6 , 129

西因幡県立

自然公園

長尾岬歩道 青谷町 歩道新設 W= 1 . 5m
L =336 1 m

9 , 044

三朝東郷湖
県立 自然公

園

三徳山歩道 三朝 町 歩道新設 W= 1 . 0~1 . 5m
L = 140m

5 , 000

8 , 348奥 日 野県立

自 然公園

花見山駐車場 日 南町 駐車場整備 A=3 , 429m2

044

000

348
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年度 公 園 名 事 業 名 妻 萎 事 業 内 容 事 業 費

平成
4

。十
千円

30 , 530

5 西因幡県立

自然公園

鷲峰山登山道

標識

鹿野町 登山道 案内板 14基 3 , 016

西因幡県立

自然公園

長尾岬歩道 青谷町 歩道 W= 1 . 5 m L =71 . 8 m 9 , 041

三朝東郷湖

県立 自然公

園

三朝温泉歩道

駐車場

三朝 町 駐車場 A=465m2 4 , 102

奥 日 野県立

自 然公園

石霞渓園地 日 南 町 休憩舎 木造 2 棟

公衆便所 木造 1 棟

10 , 3 19

。十 26 , 478

6 西因幡県立

自 然公園

長尾岬歩道 青谷町 歩道 W= 1 . 5m L = 164m 7 , 895

三朝東郷湖

県立 自 然公

園

勝山城跡駐車

場

気高 町 駐車場舗装 A =328m2 2 , 065

三朝東郷湖

県立 自 然公

園

大平山園地 倉吉市 歩道 W=2 . 0~3 . om L = 332 m

駐車場舗装 A=650寸
6 , 077

。十 16 , 037

7 西因幡県立

自 然公園

勝山城跡車道 気高 町 歩道 W=3 . 5m~5 . 3 m
L = 127m

2 , 5 13

三朝東郷湖

県立 自然公

園

太平山園地 気高 町 歩道舗装 W= 1 . 6 m L =250 m
ベ ン チ 3 基

4 , 762

奥 日 野県立

自 然公園

石霞渓歩道 日 南 町 歩道 W= 1 . 5 m L = 18 . 5 m

標識 1 基

5 , 005

。十 12 , 280
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(3) 中国 自 然歩道

年度 整 備 路 線 名 事 業 か 所 事 業 内 容 事 業 費

皸4(再整備)
川 床 ･ 一 向 平 大 山 町

東 伯 町
歩道 W= 1 . 0~1 . 5m L = 2 , 880m

標識 L =6 , 220m

千円

10 , 000

羽 衣 石 浜 坂 東 郷 町

三 朝 町

鹿 野 町

鳥 取 市

歩道 W=1 . 5m L = 1 , 647 m

標識 L =24 , 850 m

12 , 000

。十 22 , 00O

5(再整備)
岩 戸 ･ 大 谷 福 部 村

岩 美 町

歩道 W= 1 . 0~1 . 5 m L = 3 , 770m

休憩舎 木造 A=20寸

20 , 000

岩 常 ･ 美 歎 岩 美 町

国 府 町

標識整備 L =37 . 9 km

休憩舎 木造 A=20甘
12 , 000

。十 32 , 00O

6(再整備)
姫 路 ･ 扇 ノ 山 郡 家 町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5 m L = 1 , 780m

標識整備 L = 1 . 7 km

28 , 200

。十 28 , 200

7(再整備)
雨 滝 ･ 扇 ノ 山 国 府 町 歩道 W= 1 . 0~1 . 5 m L =2 , ooom

標識整備 L = 1 1 . o km

30 , 000

羽 衣 石 公 衆 便 所 東 郷 町 公衆便所改築木造A=22 . om2 1 7 , 100

。十 47 , 100

　 　

きl l l
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境水道大橋 自 然 公 園 等 位 置 図 山陰海岸
フ 西因幡県立 国立公園

自然公園

“ “o 軸翳 榊 - ⑩薄殿 ば鳥取市 為 .‘。

船通 氷 ノ 山後山

A 那 岐 山
那岐山 国 定 公 園

比婆道後
帝 釈
国定公園

　　　　

　　　 国定公園

q皿ゆ 県立自然公園
県 自 然環境保全地域

)＼′) 中国 自 然歩道
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資料 2 自 然科学館の利用状況

(単位 人)

年度＼庭邁名 大 山 自 然 科 学 館 山陰海岸 自然科学館 。十

61 J . 6 4 , 3 8 9 1 2 , 4 3 5 7 6 , 8 2 4

62 6 5 , 6 0 0 1 3 , 0 4 6 7 8 , 6 4 6

63 6 7 , 7 9 2 1 9 , 4 1 3 8 7 , 2 0 5

兀 7 5 , 5 9 8 1 4 , 9 7 4 9 0 , 5 7 2

2 8 7 , 2 4 7 1 3 , 8 7 2 1 0 1 , 1 1 9

3 7 3 , 5 3 0 1 5 , 7 7 2 8 9 , 3 0 2

4 7 1 , 6 1 8 1 5 , 1 2 5 8 6 , 7 4 3

5 7 0 , 9 6 5 1 4 , 6 8 5 8 5 , 6 5 0

6 9 1 , 6 7 0 1 1 , 0 3 3 1 0 2 , 7 0 3

7 8 2 , 2 5 0 1 0 , 4 3 2 9 2 , 6 8 2

資料 3 温泉資源保全調査状況

＼＼辺廼礎涎温泉地名
劃 査 年 度 掲 査 内 容 澗 査 れ円)

皆 生 昭和52年度~54年度
調 査

試験井掘削 ( 3 井 )
35 , 700

三 朝 昭和55年度~56年度
覊 査

試験井掘 肖 ( 5 井 )
37 , 3 5 1

東 郷 ･ 羽 合 昭和56年度~58年度
調 査

試験井掘 肖 ( 6 井 )
70 , 480

浜 村 昭和58年度~60年度
澗 査

試験井掘 肖 ( 5 井 )
36 , 298

関 金 昭和60年度~62年度
調 査

試験井掘 肖 ( 4 井 )
48 , 268

鹿 野 昭和62年度~平成元年度
搦 査

試験井掘 肖 ( 4 井 )
48 , 4 1 4

岩 井 平成元年度~ 3 年度
調 査

試験井掘 肖リ ( 3 井 )
43 , 976

59 , 2 1 0

68 , 084

吉 岡 平成 3 年度~ 5 年度
劃 査

試験井掘 肖月 ( 4 井 )

鳥 取 平成 5 年度~ 7 年度
澗 査

試験井掘 肖 U ( 3 井 )
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資料 4 自 然環境保全基礎調査実施状況

区 分
実 施

期 間

実 施

箇所数
調 査 箇 所 名

讓 澗 査 名

第 1 回 植 生 澗 査

動 物 掲 査

地形 ･ 地質
覊 査

昭和

48年度

r̂〕“"すね○
ずI具 意上奴神社社叢、 松上神社社叢、 菅野 、 酒賀神社 、 箆津海

岸、 長田神社社叢、 花倉山 、 別所 、 金谷川 、 解脱 寺 、 上阿

毘緑神社社叢、 唐川 、 洗足山 、 御熊、 小河内

金谷川 、 別所 、 唐川 、 瓜谷

菅野、 篦津海岸 、 高清水崗原 ･ 人形峠 、 稲葉山 ･ 宮 ノ 下 、

佐治谷 、 金華山

第 2 回 植 生 詞 査

特 定 植 物
群 落 崗 査

昭和

53年度

5

54年度

1 1

6 0

須賀の山 (氷 ノ 山 )の 自 然林 大野見宿弥命神社社叢

須賀の山古敷岩の風衝低ネ
群落

倉田八幡宮の社叢

甘露神社の ス ダ ジ イ 二次林 意上奴神社社叢

浦富海岸の ク ロ マ ッ 林
松上神社の ハ ダ ジ イ ー サ カ
キ林

矢橋神社社叢南 田神社社叢

鷲峰神社社叢- 陣鉢山周辺の 自 然林

高鉢山北谷の 自 然林唐川湿原植生

大山神社社叢唐川の モ ミ 林

那岐山の風衝低木林宇部神社社叢

鳴滝山の 自 然林 ( ト チ ノ キ ･
ス ギ ･ サ ワ グ ル ミ ･ ブ ナ )

那岐山山頂 草原

金山神社社叢赤蔵神社社叢

三徳山の 自 然林 ( D虫井神社社叢

三徳山の 自然林 ( 亞 )椎谷神社社叢

倭人神社社叢久松山の ス ダ ジ イ 林

波 々 伎神社社叢

第 2 回 植 生 詞 査 昭和 1 1 長尾鼻 、 新 田 、 八葉寺川 、 虫汗神社

53年度 泊海岸 、 田代、 曽谷 、 金 ヶ谷山

5

特 定 植 物 6 0

群 落 崗 査 54年度
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1

地形 地質

掲 査

打吹山の ス ダ ジイ 林

御崎の ハ マ ヒ サ カ キ群落

甲 ケ 山周辺の 自然植生

地獄谷の ミ ズ ナ ー サ ワ グル
ミ 群落

鳥ケ 山の ミ ヤ マ ハ ン ノ キ林

甲川 の イ ヌ シ デ林

甲川 の サ ワ グ ル ミ 林

甲川 の ク マ シデ林

大崎大神山神社の ス ギ林

大山山頂部の 自 然草地植生

大山山頂部付近の 自 然低木
林

大山の中腹 自 然林

長田神社社叢

栗島神社社叢

金毘羅神社社叢

日 野町秋縄の ケ ヤ キ林

別所の コ ナ ラ ー ソ ョ ゴ林

大木屋神社社叢

大宮神社のモ ミ 林

石霞渓の ア カ マ ツ 林

三栄の ケ ヤ キ林

日 谷神社社叢

下阿毘緑神社社叢

砥破神社の ク リ ー コ ナ ラ 林

扇 ノ 山の ブナ林

菅野湿原

三国山の ブ ナ林

洗足山の ヒ ノ キ ー ヒ メ コ マ
ッ 林

花倉山の 自 然林

田代の風衝草原

長尾鼻、 泊海岸、 曽谷

海 域 生 物

環 境 調 査
小嶋が磯、 御崎 、 酒 ノ 津、 赤碕港、 東坪

第 3 回 植 生 搦 査 昭和 扇 ノ 山、 陣鉢山 、 不動ガ嶽、 菅沢 、 神戸上桑平峠、 河合谷

高原、 鳥越峠、 大木屋神社、 三栄 、 城山 、 高尾神社裏、

楽 々 福神社、 城山 、 滝山公園 、

扇 ノ 山、 陣鉢山、 河合谷高原、 印賀大向 、 与一谷、 河合谷

高原、 日 野川 、 阿毘縁、 御墓原、 倉谷、 日野川 、 孝霊山 、

模原、 ー ノ 投、 福頼、 荻名 、 馬佐良 、 落合

3 2

58年度

　

62年度

特 定 植 物

群 落 生 育

崗 査

浦富熊野神社社叢 、 坂ノ 谷神社照葉樹林、 樗難公園モ 杯、

東大山域 ヒ メ コ マ ッ 群落 、 東大山城 ク ロ ソ ョ ゴ低木群落 、

黒坂キ シ ッ ツ ジ群落 、 金華山熊野神社社叢

7
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特 定 植 物

群 落 調 査

(追跡巍査)

特 定 植 物

群 落 澗 査

(追加群落 )

特 定 植 物
群 落 澗 査

(生育状況

調査群落 )

湖沼 河川

調 査

海 域 生 物
環 境 調 査

- I

ハUOXURURUろくU
AU 第 2 回の特定植物群洛凋査地点

甑山 コ ナ ラ ー シ テ林、 久松山 ア ベ マ キ林、 日 吉神社ス ダ ジ

イ 林 、 伏野神社ス ダ ジ イ 林、 権現の森、 三滝渓谷 ブ ナ林 、

大山 ミ ズナ ラ 、 三滝渓谷の ス キ ー シ ャ ク ナ ゲ群落

唐川湿原植生 、 久松山 ス ダ ジ イ 林、 鳥取砂丘 の檀牛 、 大山

寺大神山神社ス ギ老齢林 、 大山中腹の 自 然林、 大山 ズナ

フ 権現の森 、 大山山頂部付近の 自 然藤 原

多鯰ケ池、 湖山池、 東郷池、 千代川 、 天神川 、 日 野川

赤碕港 、 酒 ノ 津 、 東坪

第 4 回 巨樹 巨木林

掲 査

藻場 干潟

澗 査

身近 な生 き

物 調 査

昭 和

63年度

,

平 成

4 年度

5 1 7

28

(参加者)

895 人

地上 1 30 cm の 位置 の幹周 が 300 cm 以上の樹木 ( 巨樹) 及び こ

れ ら が複数生育す る 樹林 (巨木林)

藻場 ( 器 力 所 )

陸上 、 羽尾 、 網代 ･ 田 後 、 大谷 、 岩戸 、 海士島 、 酒 ノ 津 、 長

尾鼻 (気高町 ) 、 長尾鼻 (青谷町) 、 井手 、 小浜 、 泊 、 宇野
(泊村 ) 、 宇野 (羽合町) 、 逢束 、 八橋 、 別所 、 赤碕、 御崎

塩滓、 下木料 、 御来屋 、 富長 、 平田 、 淀江

干潟 ( 5 カ 所)

費成 ･ 下木料 、 真子川 、 下坪 、 御来屋 、 彦名干拓地

広 く 自 然愛好者の参加 を得て 、 ｢身近 な動植物 ｣ の分布や生

態を崗べ 、 国土や身近 な 自 然 を診断

全 県

3

3

第 2 回及 び第 3 回 自 然環境保全基礎調査の結果 に よ り 作成 し
た植生図 を修正

多鯰ケ 池 、 湖 山池、 東郷池

八東川 、 小鹿川、 甲川

植 生 調 査

湖 沼 調 査

河 川 調 査

第 5 回 動 植 物

分 布 調 査

湿 地 調 査

生物多様性調査

｢種の多灘E調査｣

平 成

5 年度

2

平 成

7 年度

全 県

6

全県



　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

　　　　　
　　　　　　　　

　

l
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資料 5 自 然解説実績

年度＼" 分
大 山 自 然 解 説 山 陰 海 岸 自 然 解 説

日 数 参 加 者 日 数 参 加 者

61 54 2 , 3 1 2 10 3 0 2

62 55 2 , 0 8 0 9 2 8 7

63 55 2 , 2 5 4 9 2 9 2

兀 53 2 , 2 5 0 8 2 8 5

2 52 2 , 2 9 1 7 2 9 2

3 55 2 , 3 4 1 7 2 2 4

4 56 2 , 4 3 2 6 2 6 6

5 57 1 , 1 5 8 6 1 5 2

6 60 1 , 0 0 9 8 1 1 8

7 48 9 6 5 5 5 8 5

資料 6 自 然観察指導員研修実績

年 度 期 日 場 所 参 加 者

平 成 2 平成 3 年 2 月 2 日 ~ 3 日 大 山 町 ( 大 山青年 の 家 ) 4 5 名

3 平成 3 年 10 月 1 9 日 ~ 20 日 江 府 町 ( 鏡 ヶ 成 ) 4 5 名

4 平成 4 年 8 月 2 9 日 ~ 30 日 鳥取市 ･ 岩美町 ( 牧谷 ) 5 1 名

5 平成 5 年 10 月 30 日 ~ 31 日 倉 吉 市 ･ 三 朝 町 4 3 名

6 平成 6 年 10 月 1 5 日 ~ 16 日 江 府 町 ( 鏡 ヶ 成 ) 4 3 名

7 平成 7 年 7 月 22 日 ~ 23 日 鳥 取 市 ( 鳥 取 砂 丘 ) 2 1 名
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川
腐 資料 7 平成 6 年度常時監視測定結果の他県と の比較

1 概 要

平成 6 年度に中国 5 県で行われた環境大気測定局の測定結果の う ち 、 環境基準物質について比較 し

た も のであ る 。

各物質 (二酸化いお う 、 一酸化炭素、 浮遊粒子状物質、 二酸化窒素、 光化学オキ シ ダ ン ト ) につい

ての比較は表 1 ~表 5 の と お り であ る 。

注 1 各表中数値は 、 平成 6 年度 ｢一般環境大気測定局測定結果報告｣ 環境庁大気保全局大気規制

景編平成 7 年12月 か ら抜粋。

注 2 局数について 、 下段 ( ) 内は設置市町村の数。

注 3 複数局あ る場合は 、 測定結果の最小局 と最大局の測定数値を掲げた。

2 各物質の比較

表 1 ~表 5 の と お り

表 1 二酸化いお う の比較

斌ミ
年平均値

1 時 間 値 が 0 . 1

ppm を 超 え た 時

間数 と そ の 割 合

日 平均値 が 0 . 0 4

ppm を 超 え た 日

数 と そ の 割 合

1 時間値

の 最高値

日 平均 値

の 2 % 除

外値

(ppm ) ( 時間 ) ( % ) ( 日 ) ( % ) ( ppm ) (ppm )

鳥 取
3

( 3 )

0 . 003

2
0 . 005

O O O O

0 . 050

2
0 . 085

0 . 007

2
0 . 0 1 0

島 根
2

( 2 )
0 . 004 O O O O

0 . 023

2
0 . 086

0 . 007

2
0 . 0 1 2

岡 山
56

( 1 5 )

0 . 003

2
0 . 0 1 1 n〕)(n乙 & O O

0 . 0 16

2
0 . 1 3 1

0 . 005

2
0 . 027

広 島
42

( 1 9 )

0 . 003

2
0 . 01 0

O O O O

0 . 0 1 9

2
0 . 092

0 . 006

2
0 . 01 9

山 口
3 8

( 1 3 )

0 . 003

2
0 008 Û}{庫力士

O

0%
O O

0 . 0 1 7

2
0 1 60

0 . 005

2
0 . 02 1
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表 2 一酸化炭素の比較

然ミ
年平均値

8 時 間 値 が 2 0

ppm を 超 え た 回

数 と そ の 割 合

日 平 均 値 が 1 0

ppm を 超 え た 日

数 と そ の 割 合

1 時間値

の 最高値

日 平均値

の 2 % 除

外値

(ppm ) ( 時間 ) ( % ) ( 日 ) ( % ) ( ppm ) (ppm )

鳥 取
3

( 3 ) 霊 O O O O

2 . 5

2
3 . 5

0 . 5

2
0 . 8

島 根
1

( 国 設 )
0 . 3 O O O O 1 . 6 0 . 5

岡 山
1

( 国 技 )
0 . 6 O O O O 4 . 3 1 . 4

広 島
1

( 国 技 )
0 . 3 O O O O 1 . 2 0 . 5

山 口
4

( 3 )

0 . 6

2
0 . 9

O O O O き き
1 . 2

2
1 5

表 3 浮遊粒子状物質の比較

斌ミ
年平均値

1 時間値 が 0 . 2 0

電/證 を超え た時

間数 と そ の割 合

日 平均値 が 0 . 1 0

mg /がを超 え た 日

数 と そ の 割 合

1 時間値

の 最高 値

日 平均 値

の 2 % 除

外値

( mg /幅 ) ( 時間 ) ( % ) ( 日 ) ( % ) ( mg / が ) ( mg /が )

鳥 取
3

( 3 )

0 . 02 3

2
0 . 02 5 nY)‘“≠ 9

0 . O 〔U)(14 9
0 . 3

0 . 1 5 5

2
0 . 465

0 . 053

2
0 . 062

島 根
2

( 2 )

0 . 02 5

ご
0 . 02 7

O O O O

0 . 1 45

2
0 . 1 82

0 . 050

2
0 . 062

岡 山
5 0

( 1 5 )

0 . 02 3

2
0 . 05 5 0259 ,も

O

2
33

O

痴
0 . 1 37

2
0 . 488

0 . 05 2

2
0 . 1 35

広 島
37

( 1 8 )

0 . 028

2
0 . 05 0 0･ノ･1 3

O

2
0 . 1

O

2
5 &

0 . 1 1 5

2
0 . 306

0 . 056

2
0 . 098

山 口
38

( 1 3 )

0 . 020

2
0 . 040 0247

O

2
0 5

O

2
4

O

2
1 2

0 . 1 3 1

2
0 . 409

0 . 044

2
0 097
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(注) ザ ノレ ッ マ ソ係数0 . 84の吸光光度法で測定 した結果

区 分

都

迫満

府 局
県 数

一酸化窒素 (NO) 二 酸 化 窒 素 ( N 0 2 ) 窒素酸化物 (NO十N02 )

年平均値
1 時間値

の最高値

日平均値

の 年 間

98 % 値

年平均値

日平均値が0 . 06

ppmを超えた 日

数 と そ の 割 合

1 時間値

の最高値

日平均値

の 年 間

98 % 値

年平均値
1 時間値

の最高値

日平均値

の 年 間

98 % 値

N02

NO十N02

(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) ( 日 ) (%) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (Ppm) (%)

鳥 取
3

( 3 )

0 0 0 2

2

0 0 0 5

0 0 4 4

2

0 1 7 3

0 . 0 0 6

2

0 . 0 1 4

0 0 0 6

2

0 0 1 2

O O

0 0 6 3

2

0 1 1 5

0 0 1 1

2

0 . 0 2 4

0 . 0 0 8

2

0 0 1 6

0 1 1 9

2

0 2 1 4

0 . 0 1 7

2

0 . 0 3 7

7 1 7

2

7 4 9

島 根
2

( 2 )
0 . 0 0 2

0 0 3 6

≧

0 . 0 7 0

0 0 0 6

2

0 . 0 0 7

0 0 0 4

と

0 . 0 0 5

O O

0 0 4 2

2

0 0 5 1

0 0 1 0

2

0 . 0 1 3

0 0 0 6

2

0 0 0 7

0 0 6 2

2

0 0 9 0

0 0 1 5

2

0 . 0 1 9

6 5 1

2

6 6 3

岡 山
46

( 1 5 )

0 0 0 4

2

0 0 2 9

0 0 7 6

2

0 3 6 0

0 . 0 1 7

2

0 1 0 7

0 0 1 0

2

0 0 2 7

O O

0 0 5 5

2

0 1 7 0

0 0 2 2

2

0 ‘ 0 5 3

0 . 0 1 4

2

0 0 5 4

0 . 1 1 6

2

0 . 4 4 2

0 . 0 3 8

2

0 1 3 9

3 8 8

2

7 2 4

広 島
4 3

( 1 9 )

0 0 0 2

2

0 0 3 1

0 0 3 3

2

0 3 0 4

0 . 0 0 6

2

0 . 0 7 7

0 0 0 7

2

0 0 2 6

O O

0 . 0 4 2

2

0 . 0 9 1

0 0 1 9

2

0 . 0 4 6

0 0 0 9

2

0 0 4 9

0 0 6 4

2

0 3 5 4

0 . 0 2 7

2

0 1 0 5

3 5 3

2

7 8 9

山 口
27

( 1 3 )

0 . 0 0 4

2

0 0 1 7

0 0 9 0

2

0 5 0 0

0 . 0 1 3

2

0 . 0 6 5

0 0 0 8

2

0 0 2 3

O O

0 . 0 4 1

2

0 1 0 6

0 . 0 1 8

2

0 0 4 3

0 0 1 4

≧

0 0 3 9

0 1 2 3

2

0 5 7 8

0 0 3 3

2

0 0 9 8

5 5 1

2

7 1 4



表 5 オ キ シ ダ ン ト の比較

斌ミ
昼間測定

日 数

昼間測定

時 間

昼間の 1 時間値が

0 . 06ppmを超えた

日 数 と 時 間 数

昼間の 1 時間値が

0 . 12ppm以上の 日

数 と 時 間 数

昼間の 1

時間値の

最 高 値

昼間の 日

最高 1 時
間値の年
平 均 値

( 日 ) ( 時 間 ) “ ( 日 ) ( 時 間 ) ( 日 ) ( 時 間 ) ( p pm ) ( p pm )

鳥 取
3

( 3 )

3 4 7

2
3 5 8

5 , 1 1 3
2

5 , 2 4 2

8

を
24

2
78 3

O O

0 . 0 7 7

2
0 . 0 9 9

0 . 0 3 5

2
0 . 0 5 5

島 根
2

( 2 )

3 3 9

2
3 6 0

4 , 9 3 2
ご

5 , 2 8 7 霊 霊 O O

0 . 1 0 4

2
0 . 1 1 7

0 . 0 5 4

ご
0 . 0 5 5

岡 山
39

( 1 4 ) 奪淺
3 , 44 4

2
5 , 4 3 0

39

と
1 4 9 霊 呂

O

ご
1 5

0 . 0 9 7

2
0 . 1 9 3

0 . 04 0

2
0 . 0 5 9

広 島
32

( 1 6 )

3 4 5

2
3 6 5

5 , 0 6 4
2

5 , 3 6 9

5 6

2
1 4 1

1 9 7

2
90 3

O

2
1 1

O

ご
2 4

0 . 1 0 0

2
0 . 1 6 2

0 . 0 4 2

2
0 . 0 5 9

山 口
1 9

( 1 3 ) 8 8 g
5 , 2 6 4

2
5 , 3 9 6

1 4

ど
1 1 9

2 9

2
62 8

1 1

0 . 0 7 4

2
0 1 2 2

0 . 0 3 7

2
0 0 5 4

3 大気環境濃度測定結果と環境基準と の。平価方法

評 価 項 目 評 価 方 法

二 酸 化 い お う 長期的評価 1 日 平均値であ る 測定値につ き 、 測定値の高い方か ら 2 %の範囲内

に あ る も の を除外 し た値が0. 0 4ppm以下に維持 さ れ る こ と 。 ただ し 、
1 月 平均値が0 04ppm を超えた 日 が 2 日 以上連続 し な い こ と 。

短期的評価 1 時間値の 1 日 平均値が 0 0 4 ppm 以下であ り 、 かつ 、 1 時 間 値が

0. 1 ppm 以下であ る こ と 。

二 酸 化 窒 素 1 日 平均値の う ち 、 低い方か ら98% に相当す る も のが0. 0 6ppm を超え な い こ と 。

光 化 学

オ キ シ ダ ン ト
昼間 ( 5 時か ら 20時 ま で ) の 1 時間値が0. 0 6ppm以下であ る こ と 。

浮遊粒子状物質 長期的評価 1 日 平均値であ る測定値につ き 、 測定値の高い方か ら 2 %の範囲内
に あ る も のを除外 した値が 0. 1 栩ザ ノメガ 以下 に維持 さ れ る こ と 。 ただ し 、

1 日 平均値が 0 1 増ノガを超えた 日 が 2 日 以上連続 し な い こ と 。

短期的評価 1 時間値の 1 日 平均値が 0 1 叩ノガ以下であ り 、 かつ 、 1 時間値が
0. 2 昭/れJ以下であ る こ と 。

一 酸 化 炭 素 1 時間値の 1 日平均値が、 1 o ppm以下であ り 、 かつ 1 時間値の 8 時間平均値 ( 1
日 を 3 回の時間帯に区分 し た場合の 8 時間平均値) が 20ppm 以下であ る こ と 。
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資料 8 ばい煙発生施設に対するぽい じんの排出基準の概要 (県内該当施設)

項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準値 (g/Nせ ) 標準酸素

濃 on 度
(% )

備 考区分
＼

規模 ＼
万Nばツ箕

I

既 設 新 設

｣T｣-

ボイフ

ガ ス 専 焼
4 以 上

4 未 満

0 0 5

0. 1 0

0. 0 5

0 . 1 0

5

◎当分の間 on = o s

△H7 7 2 ま で 5 , oookcal/ kg以下
の も の でかつH7 . 7 . 3以降5 , 500

kcal/鱈以下の も の

◎当分の間on = o s

(注)

′j 、型ボ イ ラ ー で60. 9 . 9 以前に設置
さ れた も の及びガス 、 灯油 、 軽油、
A 重油を使用す る も のは適用 し な
い 。 そ のほかの も の は 、 そ れぞれ
最小規模の基準 (ただ し 65 . 9. 9 ま
で に設置 さ れた も の は 0 5 g/ N
勿ら

重油 そ の他液体

専焼並びにガス

及び液体の混焼

20 以 上

4 ^) 20

1 ~ 4

1 未 満

0. 07

0. 1 8

0 . 2 5

0 . 3 0

0. 0 5

0. 1 5

0 . 2 5

0 . 3 0

4

4

4

◎ 4

紙 ･ パルプの製

造に伴 う 黒液燃

焼

20 以 上

4 ~ 20

4 未 満

0. 2 0

0 3 5

0. 1 5

0. 2 5

0. 3 0

0s

石 炭 燃 焼

20 以 上

4 ~ 20

4 未 満

0 1 5

0. 2 5

0 3 5

0. 1 0

0 , 2 0

0 3 0

6

低 カ ロ リ ー
石 炭 燃 焼

△ 0 . 4 5 6

触媒再生塔付属 0. 3 0 0 20 4

前 。己 を 除 く

4 以 上

4 未 満

0 30

0. 4 0

0. 3 0 ◎ 6

2 ガ ス 発 生 炉

ガ ス 加 熱 炉

0. 0 5

0. 1 0

0 . 0 5

0 1 0

7

7

5

金 属 溶 解 炉

4 以 上

4 未 満

0. 1 0

※ 0. 2 0

0. 1 0

※ 0 2 0

0 s

6

金 属 加 熱 炉
4 以 上

4 未 満

0 1 5

0. 2 5

0 1 0

0. 2 0

◎ 1 1

7

石 油 加 熱 炉
4 以 上

4 未 満

0. 1 0

※ 0 . 1 5

0 1 0

0. 1 5

6

万 N〆/H未
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項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( g/Nれう 標準酸素
濃 度

0n

(% )

備 考
区分

＼＼
規模 、
(万N記ソH )

既 設 新 設

9

焼成炉
石 灰 焼 成 炉

『土 中 釜

一 .

0 3 0 0. 3 0 1 5

◎当分の間 on = o s

0. 40 0. 40 1 5

セ メ ン ト 焼成炉 0. 1 0 0. 1 0 1 0

耐 火 物 原 料
又は耐火 レ ン ガ
製 造 用

4 以 上

4 未 満

0. 1 0

0. 2 0

0 1 0

0. 2 0

1 8

前 。己 を 除 く

4 以 上

4 未 満

0 1 5

0. 2 5

0. 1 5

0 2 5

◎ 1 5

u

乾 燥 炉

睾骨材乾燥炉

4 以 上

4 未 満

0. 1 5

★ o. 3 0

0 . 1 5

0 . 2 0

1 6

★ 1 万 NダノH未満は 0. 3 5

※ 2 万 NガノH未満は 0. 6 0※ 0. 5 0 0. 5 0 1 6

1 3 廃 棄 物 焼 却 炉

連 続 炉

0. 50 0. 5 0 ◎ 1 2 ◎当分の間 on = o s

◎当分の間 on = o s

連 続 炉
4 以 上

4 未 満

0 1 5

0 5 0

0. 1 5

0. 5 0

◎ 1 2

29
ガ ス タ ー

ビ ン

常 用 △ 0 05 1 6

△当分の間適用猶予

非常用 △ △

30
プゞ イ ーゼソレ

機関

常 用
一

△ 0 1 0 1 3

△当分の間適用猶予
非常用 一 . △ △

3 1

ガ ス 機 関
常 用

･

0 . 05 0 . 0 5 O

△ 当 分の 間適用 猶予

非常用
｢

△ △

3 2
ガ ソ リ ン

機 関

常 用 一 ＼ 0. 05 0. 05 O

△ 当 分 の 間適用猶予

非常用 △ △

(注) 1 上表区分の既設は昭和 57年 5 月 3 1 日 ま で に ( ガス タ ー ビ ン及びデ ィ ー ゼル機関については

昭和63年 1 月 3 1 日 ) 設置又は着工さ れた も ので 、 新設は昭和57年 6 月 1 日 以降に (ガス タ ー

ビ ン及びデ ィ ー ゼル機関については昭和63年 2 月 1 日 ) 設置さ れた も のであ る 。

2 熱源 と して電気を使用す る も の及び上表で標準酸素濃度onが o s と な っ て い る も の は 、 標

準酸素濃度補正方式を適用 し な い 。

3 項番号1 1 の乾燥炉で 、 直接熱風乾燥型の も のは標準酸素濃度を o s と す る 。

4 ばい じ ん量の補正は次の算式に よ り 換算す る も の と す る 。

C ご 2 1 - o n x c s
2 1 一 0 s

C ばい じん量 ( g/N# )

o n 施設ご と に定め られた標準酸素濃度 (% )

o s . 測定時の酸素濃度 (% )

C s : 測定時のばい じ ん量 ( g/Nれの
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資料 9 ばい煙発生施設に対する窒素酸化物の排出基準の概要 (県内該当施設)

項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( ppm )

鰹際綴黛の 備 考

線 も89 前
48 50

8 1 2

1 0 9

!

50 52

1 2 6

1 0 1 7

と

52 54

6 8

1 8 9

2

54 58

8 9

1 0 9

Z

58 62

9 3

1 0 3 1

2

鑓2 以
4

1 降
｣TI▲

ボイラー(伝熱面積m〆以上
ガ ス 専 焼

50 以 上

10 () 50

4 () 1 0

1 ~ 4

1 未 満 } 1 5 0

} 即
} l 5 0

} 1 0 0

} 1 3o

1 50

60

} 鱒
1 3 0

1 5 0

60

} 薊
1 30

1 50

60

櫻
150

60

匙
1 3 0

1 5 0

5

液体燃焼ボ イ
ラ ー で52. 9 9

以前に設置 さ
れた排出 ガ ス
量 0. 5 万 Nせ

/H未満の過
負荷燃焼型の
も の について

は適用 しな し も

◎52. 9. の ~
54. 8. 9 ま で に

設置の も の は
設置 さ れた 日

か ら 1 80PPm

液 体 燃 焼

50 以 上

1 0 【一 50

4 (一 1 0

1 ~ 4

1 未 満

1 80

} 1 9 0

230

25 0

} 1 8 0
230

250

, 1 5 0

250 3 05 05 011量目ーー骸
1 30

ヒ
130

. 1 50

1 8 0

1 30

, 1 5 0

1 8 0

4

固 体 燃 焼

70 以 上
50 (一 70

20 (】 50

4 ^) 20

0. 5 ^) 4

0. 5 未満

400

} 420

} 450
480

} 抑

} 35 0
380

480

} 鳶艶
480

"
380

} 888
380

ね
纜。

200

撫
} 鰡。

6
◎当分の間

3 5 0PPm

ボイラー小型
液 体 燃 焼 ◎260 4

◎65. 9. 9 ま で

長置 さ れた も

の は300ppm

固 体 燃 焼 350 6

2 ガ ス 発生炉 ･ 加熱炉

水 素 ガス 発生炉 の
う ち天井バー ナ ー型

1 7 0 1 7 0 1 7 0 1 7 0 1 5 0 1 5 0 1 5 0

7
水 素 ガス 発生炉 の
う ち天井バー ナ ー型

36 0 36 0 36 0 36 0 1 50 1 50 1 50

5
金 属 溶 解 炉 200 20 0 20 0 200 1 80 1 80 1 8 0 1 2

キ ユ ポ ラ は適
用除外

6 金 属 加 熱 炉

( “君 ト チ ユ )

1 0 以 上
1 ~ 1 0

0. 5 ~ 1

0 5 未満 } 加 . 200

l 0 0

1 50

} 2oo

1 0 0

} 1 5o
1 80

1 0 0

} 1 5o
1 8 0

1 0 0

} 1 5 o
1 80

1 0 0

} 1 5o
1 8 0

1 1

金 属 加 熱 炉

( 論語厳翁
l o 以 上
1 ~ 1 0

0. 5 ~ 1

0. 5 未満

1 60

} 1 7 0
200

1 6 0

} 1 7 0
200

1 00

1 50

1 7 0

200

1 0 O

1 3 0

1 50

1 8 0

1 0 0

1 30

1 50

1 8 0

1 0 0

1 30

1 5 0

1 80

1 00

1 30

1 5 0

1 8 0

7

石 油 加 熱 炉

4 以 上
1 ~ 4

0. 5 ~ 1

0. 5 未満

1 7 0

} 1 8 0
200

} 1 7 0
1 80

200

1 00

1 50

1 8 0

200

1 0 0

1 3 0

1 5 0

1 80

1 00

1 30

1 50

1 80

1 00

1 30

1 50

1 80

1 0 0

1 30

1 5 0

1 80

l 6
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(注) 1

項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( ppm )

廳藤簸黛の 備 考
牽措

規模

(グ竪琴" も8･9 前
48 50

8 1 2

1 0 9

′

50 52

1 2 6

1 0 1 7

2

52 54

6 8

1 8 9

2

54 58

8 9

1 0 9

2

58 62

9 3

1 0 3 1

Z

62

･ 以
4

1 降
9 石灰焼成炉の う ち ガス

燃焼 ロ ー タ リ ー キ ル ン I

30 0 30 0 30 0 30 0 25 0 25 0 25 0

1 5

-

そ の 他 の 焼 成 炉
及 び 溶 融 炉

-

200 200 20 0 20 0 1 8 0 l 8 0 1 8 0

1 1 乾 燥 炉

-

250 250 250 25 0 230 230 23 0 1 6
I

1 3 廃 棄 物 焼 却 炉
(連 続 炉 に 限 る )

4 以 上

4 未 満
} 30 0 } 30 0 } 300

250

300
} 25 0 } 25 0 } 25 0

1 2

廃 棄 物 焼 却 炉
(連 続 炉 を 除 く )

4 以 上

4 未 満

250 25 0 25 0 25 0

熱源 と して電気を使用す る も の につい ては 、 適用 し な い 。

排出基準値は 、 次式に よ り 算出す る 。2

21 - o n

窒素酸化物濃度 ( p p m) = 21一酸素測定濃度、 O S (% ) × 窒素酸化物測定濃度 ( p p m )
ただ し 、 酸素測定濃度が 、 20%を超え る場合にあ っ て は 、 20% と す る 。

3 小型ボ イ フ ー にあ っ ては 、 60 . 9 . 10以降設置 さ れた も の に適用す る 。

な お 、 軽質液体燃料を使用す る 小型ボ イ ラ ー には適用 し な い。

ガス ター ビ ン及びデ ィ ーゼル機関に係る窒素酸化物の排出基準資料1 0

項番号合別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( ppm)

鴬藤繊鋭翰 備 考

既没 新 設

29

ガス タ ー ビ ン
常 用 △

･ 70 ppm 但 し燃料種別及び規模に応 じ た段階的規制

1 6

△

当分の間

適用猶予

l
燃料
種別 排ガス･量＼と翅時期

63 . 2. 1 ()

64 . 7 . 3 1

64 . 8. 1 ~

66 . 1 . 3 1

66 . 2 . 1 ･~

液体
45 . 00O Nぜ h未満 1 2 0 1 0 0 7 0

45 , 00O Nれ3 h以上 1 00 1 00 7 0

気体 45 , 00O N “ず h未満 9 0 7 0 7 0 l
一 ･･

非常用 △ △

30

フド イ ー ネゴ ノレ

機 関

常 用 △

950 pPm
但 し 、 シ リ ン ダ ー 内径 400微以上の大型機関は 、

63 . 2 . 1 ~ 64 . 7 . 3 1 1 , 600 ppm

64 . 8. 1 ~ 66 . 1 . 3 1 1 , 400 "

66 . 2. 1 ~ 当分の間 1 . 200 "

対策技術評価後 950 “

1 3

△

当分の間

適用猶予

非常用 △ △

(田 上表区分の既設は昭和63年 1 月 30 日 ま でに設置又は着工 さ れた も ので ･ 新設は ･ 昭和63年 2 月 1

日 以降に設置 さ れた も の 。
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資料1 1 ガス機関及びガ ソ リ ン機関に係る窒素酸化物の排出基準

鍬

養弯

排 出 基 準 値 (p pm)

標準酸

素濃度

0 n

( % )

備 考

“ふま日
驫3 以
1

3 1 前

竣 事
攪

警 部
脳

副6 以
2

1 後

3 1 ガ ス 機 関
常 用 ◎ 2, 000 ○ 2, 000 1 , 000 6 00

O
非常用 △ △ △ △

32
ガ ソ リ ン

機 関

常 用 ◎ 2, 000 ○ 2, 000 1 , 000 600
O

非常用 △ △ △ △

(注) ◎平成 5 年 1 月 31 日 ま で適用猶予

○平成 3 年 7 月 31 日 ま で適用猶予

△当分の間適用猶予

資料1 2 大気汚染防止法第1 8条の 3 の総理府令で定める一般粉 じん発生施設の管理基準

(施行規則第16条 昭和46 . 6 . 22)

令別表第 2

の 頃 番 号

一 般 粉 じ ん

発 生 施 設
規 模 管 理 基 準

1 コ ー ク ス 炉 原料処理能力

が 1 日 当た り

50 t 以上であ

る こ と 。

1 装炭作業は 、 無煙装炭装置を設置す る か 、 装炭車

に フ ー ド及び集 じ ん機を設置す る か 、 又は こ れ ら と

同等以上の効果を有す る装置を設置 して行 う こ と 。

2 窯出 し作業は 、 ガ イ ド車に フ ー ド を設置 し 、 及び

当該 フ ー ド か ら の一般粉 じ ん を処理す る 集 じ ん機を

設置す る か 、 又は こ れ と 同等以上の効果を有す る 装

置を設置 し て行 う こ と 。 ただ し 、 ガ イ ド車又は ガイ

ド車の走行す る 炉床の強度が小 さ い こ と 、 ガ イ ド車

の軌条の幅が狭い こ と 等に よ り ガ イ ド車に フ ー ド を

設置する こ と が著 し く 困難であ る場合は防 じんカ バー

等を設置 し て行 う こ と 。

3 消火作業は 、 消火塔にハー ド ル 、 フ ィ ル タ ー又は

こ れ ら と 同等以上の効果を有す る 装置を設置 して行

う こ と 。

2 鉱物 ( コ ー ク ス

を含み 、 石綿を

除く 。 豊次1月同院 )

又は土石の堆積

場

面積 が 1 , 000

證以上であ る

こ と 。

一般粉 じ ん が飛散す る おそれが あ る 鉱物又は土石を

堆積す る場合は 、 次の各号の 1 に該当す る こ と 。

1 一般粉 じ ん が飛散 し に く い構造の建築物内 に設置

さ れて い る こ と 。

2 散水設備に よ っ て散水が行われて い る こ と 。

3 防 じ ん カ バ ーでお おわれてい る こ と 。

4 薬液の散布又は表層の締固めが行われてい る こ と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ ら れ

て い る こ と 。
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令別表第 2
の施設番号

一般粉 じん

発 生 施 設
規 模 管 理 基 準

3 バミ ノレ ト コ ソ ベ ア

及びバ ケ ッ ト コ

ソ ベ ア (鉱物、

土石又は セ メ ソ

ト の 用に供す る

も の に限 り 、 密

閉式の も の を除

く )

ベル ト の幅が

7 5 cm以上で

あ る か、 又は

バ ケ ッ ト の 内

容積が 0 . 0 3

m3 以上 で あ

る こ と 。

一般粉 じんが飛散するおそれのある鉱物、 土石又はセ メ

ン ト を運搬す る場合は 、 次の 各 号 の 1 に 該 当 す る こ

と 。

1 一般粉じんが飛散しに く い構造の建築物内に設置され

て し ･ る こ と 。

2 コ ン ベ ア の積込部及び積降部に フ ー ド及び集 じん

機が没置 され、 並びに コ ンベ ア の積込部及び積降部

以外の粉 じんが飛散す る おそれの あ る 部分に第 3 号

又は第 4 号の措置が講 じ られて い る こ と 。

3 散水設備に よ っ て散水が行われて い る こ と 。

4 防 じん カ バ ー でおおわれて い る こ と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ ら れ

て い る こ と 。

4 破砕機及び摩砕

機 (鉱物 、 岩石

又は セ メ ン ト の

用に供す る も の

に限 り 、 湿式の

も の及び密閉式

の も の を除 く 。 )

原動機の定格

出力は 75 kw

以上であ る こ

と 。

次の各号の 1 に該当す る こ と 。

1 一般粉じんが飛散しに く い構造の建築物内に設置され
て い る こ と 。

2 フ ー ド及び集 じん機が設置 されて い る こ と 。

3 散水設備に よ っ て散水が行われて い る こ と 。

4 防 じん カ バ ー でおおわれて い る こ と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ られ

て い る こ と 。

5 ふ る い く鉱物、

岩石又は セ メ ソ

ト の 用に供す る

も の に限 り 、 湿

式の も の及び密

閉式の も のを除

く )

原動機の定格

出力が 1 5 kw

以上であ る こ

と 。

5 の基準は 、 ｢ 4 の基準｣ と 同 じ。


